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私
た
ち
が
考
え
る
〝
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
２
・
０
〞
と
は
、
現
在
の
コ
・
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
が
一
般
的
に
備
え
て
い
る
「
業

務
ス
ペ
ー
ス
」「
各
種
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
」
な
ど
の
機
能
に
、「
託
児
サ
ー
ビ
ス
」

「
ス
キ
ル
習
得
支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
キ
ャ
リ

ア
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
単
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
会

議
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を
近
く

に
預
け
て
働
け
た
り
、
新
た
な
仕
事
の
面
接

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

受
講
し
た
り
で
き
る
。
ま
た
、
必
要
な
事
務

や
受
付
業
務
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
の

活
躍
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、
利
用
者
同
士
の
新
た
な
つ
な
が

り
を
作
る
こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
。

＊　

＊　

＊

　

先
述
の
3
つ
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
機
能
は
、

今
回
の
推
計
や
独
自
調
査
の
結
果
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
はp
8
よ
り

論
じ
る
が
、
各
機
能
の
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
通

り
だ
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
接
客
サ
ー
ビ

ス
職
の
経
験
し
か
な
か
っ
た
人
の
場
合
、
家

か
ら
近
い
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
機

会
を
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
O
A
ス
キ
ル

が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
が
主
で
あ
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
仕
事
を
す
ぐ
に
遂
行
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
O
A
ス

キ
ル
の
習
得
を
支
援
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
付
加
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ス
キ
ル
を
習
得
し

た
上
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
家
か
ら
近
い
場

所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
よ
う
な

職
に
出
会
う
こ
と
も
簡
単
で
は
な
い
。
こ
う

し
た
職
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
適
し
た
場
所
で
の
適
し
た

職
に
出
会
え
れ
ば
働
け
る
と
い
う
人
々
を
就

業
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
M

字
カ
ー
ブ
を
描
く
日
本
に
お
け
る
女
性
の
就

業
率
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
育
児
の
た
め
に

働
け
て
い
な
い
女
性
は
ま
だ
ま
だ
多
く
、
家

か
ら
近
い
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
働

け
る
と
い
う
潜
在
労
働
力
人
口
は
多
い
は
ず

だ
。

＊　

＊　

＊

　

こ
の
よ
う
に
働
き
方
の
多
様
化
と
労
働
力

の
減
少
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
働
く
「
場
」

に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
オ
フ
ィ
ス
と
は
異
な
る
場

の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
２
・
０
は
、
そ
の
大
き
な
時
代
の

潮
流
の
中
で
あ
る
べ
き
場
の
形
と
し
て
、
雇

用
創
出
効
果
を
軸
に
し
た
一
つ
の
提
案
で
あ

る
。

人手不足解消のために必要な新しい形のサテライトオフィスには、
働きたい人を一貫して支援する機能が付いている。

サテライトオフィス2.0スキル
習得支援
サービス

託児
サービス

キャリア
支援
サービス

コ・ワーキング
スペース × 9 1

10
※イラスト番号１〜 10の詳細についてはp.8-9を参照。

■ 136万人が働き手に変わる “サテライトオフィス2.0”の提言

1 2 3

8 9 104 5

6 7 6

託児サービス 会議室 ジョブサーチサービス

キャリア
マッチングサービス

eラーニング
サービス 通話スペース

各種研修
サービス

3
各種オフィスファシリティ

5
託児サービス

4 27 8
キャリアカウンセリング

サービス
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新しいサテライトオフィスのモデルが雇用創出を最大化させるために
備えるべき４つの機能について、推計・独自調査のデータを交えて解説する。

サテライトオフィス2.0の4機能スキル
習得支援
サービス

コ・ワーキング
スペース
（サテライトオフィス
従来の機能）

8

キャリアカウンセリングサービス
対面や電話・WEB会議などで、
キャリアカウンセラーにキャリアに関する
相談ができるサービス

9

キャリアマッチングサービス
オンラインで就職面接が
受けられるサービス

10

ジョブサーチサービス
パソコン経由で条件に合う仕事を検索する
ことができるジョブサーチサービス

4

託児スペースを併設し、常駐する保育士に
幼い子どもを預けられるサービス

5

子どもを自転車に乗せて送迎・通勤ができる
距離にある託児サービス

　サテライトオフィスでの勤務には、OAスキルなど一定のビジネススキルが必要になる。
しかし、潜在労働力にあたる人々の中には、これまで業務でパソコンを使っていなかった
人やビジネスマナーに不安を覚える人は多い。p.5の図３で示した通り、潜在労働力の主
要4セグメントにおいて、30.0 〜 40.4％の人がパソコンを使った業務経験が無い。
　ただし、潜在的な就業職種のボリューム層は事務系の職種であり、必要なのは習得に時
間のかかる高度なスキルではない。eラーニング教材やパソコンを利用したスキル講座・
資格講座の受講サービス 6 、またはグループでの実地研修サービスの提供 7 によって、
多くの人は十分働くことができるレベルに達するだろう。そうしたスキル面のサポートに
よって働ける可能性が高まる人は、全国で27.3万人に上る。

　p.5の図1内にある「時間・場所の条件が合う仕事が必要」とする58.9万人には、働ける
場所を用意するとともに、職とのマッチングが必要だ。サテライトオフィス自体にその機
能が付加されていれば、職探しと就業をワンストップで行うことができる。
　サテライトオフィス内でキャリアカウンセリングサービス 8 を提供すれば、対面ない
し遠隔でキャリアカウンセラーがキャリアに関する相談に乗り、今後のキャリアに必要な
スキルを明確化したり、生活に合わせた適切な仕事を紹介することができる。また、育休
復帰者や今働いていない人たちの就業不安や相談へのアドバイスは、雇用創出を助けるだ
ろう。
　加えて、オフィスに設置されたパソコンを用いて就職先や仕事を検索できるジョブサー
チのサービス10の設置は、その場がローカルな求人情報とのタッチポイントとなる。近
年増えてきた遠隔でのオンライン就職面接 9 も組み合わせれば、時間と場の障壁はさら
に下がるだろう。
　サテライトオフィスが地域の雇用創出の中心となるためには、働く場を創るだけでなく、
こうしたキャリア支援によって場と人と職をマッチングさせる機能が強く求められている。

託児
サービス

　潜在労働力の最大のボリューム層は育児中の女性であり、オフィスに近い託児サービス
機能 4 は強く望まれる。働ける場が増えて働ける選択肢が増えれば、必然的に子どもを
預けたいニーズも高まる。保育所・保育園の不足が叫ばれる中、職場と近い託児施設には
強いニーズがある。今回の調査からも、育児中の女性において自宅からの距離が同じオフ
ィスでも子どもを預ける場があれば働ける可能性のある人数が約40％増加することがわ
かっている。むろん、離職率を下げる効果も託児所の拡大によって大きくなるだろう。
　自宅と近いサテライトオフィスによって男性の余暇時間が増えれば、男性の送り迎え
5 が増えることも期待される。先進諸国に比べて極めて低い日本人男性の育児参加率の
改善に向けた一手にもなり得るのではないだろうか。

1

通話スペース
気兼ねなく通話できる専用
スペース

各種オフィスファシリティ
自由に利用できるコピー・スキ
ャン・FAXなどのファシリティ

会議室
オンラインで会議を開催で
きる会議室

2 3

　業務スペース、通話スペース、各種オフィスファシリティ、会議室など、サテライトオフィ
スに備わる従来の機能を指す。

各種研修サービス
サテライトオフィスを会場に開かれる
グループ研修など各種研修サービス

7

eラーニングサービス
オンラインでスキル講座や資格講座を
受講できるeラーニングサービス

6

育児中の
女性（20−39歳）で

働ける可能性のある
人数

※同じ距離の託児サービス無し
のオフィスとの比較

４0.3％
増加

キャリア
支援
サービス

自身のスキル習得が
必要な

27.3万人

このサービスで働ける
ようになる推計人数

自身のスキル習得
＋

時間・場所の条件が
合う仕事が必要な

49.7万人

スキル習得＋キャリア
支援サービスで働ける
ようになる推計人数

時間・場所の条件が
合う仕事が必要な

58.9万人

このサービスで働ける
ようになる推計人数

■ 136万人が働き手に変わる “サテライトオフィス2.0”の提言
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サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
２
・
０
は
企
業
に

5
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え

て
い
る
。

　

1
つ
目
は「
新
た
な
働
き
手
の
獲
得
」
だ
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
導
入
す
れ
ば
、
未

就
学
児
の
母
親
／
就
学
児
の
母
親
／
介
護
者

／
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層
な
ど
、
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
け
て
い
な
い
人
々
の
中

か
ら
新
た
な
雇
用
を
創
出
で
き
る
。
そ
こ
か

ら
優
秀
人
材
を
発
掘
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
、
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
今
後
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
有
無

を
気
に
す
る
社
会
人
や
学
生
が
増
え
る
だ
ろ

う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、
優
秀
人
材
や
優
秀
新
卒
者
の
獲
得
競

争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
つ
目
に

挙
げ
ら
れ
る
の
は「
離
職
の
抑
制
」
で
あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
可
能
に
な
れ
ば
、

育
児
・
介
護
な
ど
、
従
来
な
ら
離
職
し
て
し

ま
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
優
れ
た
人
材
を
引
き
留

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
出
産
時
の
離

職
率
を
低
減
で
き
る
効
果
は
大
き
い
（
62
％ 

⇒
 

24
％
※
）。

　

3
つ
目
は
「
生
産
性
の
向
上
」
で
あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、

個
人
や
チ
ー
ム
の
働
き
方
が
変
化
し
、
結
果

と
し
て
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
営
業
職
が
外
出
先
で
時
間
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。
4
つ
目
は

「
コ
ス
ト
削
減
」
だ
。
た
と
え
ば
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
導
入
と
同
時
に
社
員
の
固
定

席
を
な
く
し
、
席
数
を
減
ら
し
て
オ
フ
ィ
ス

を
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
す
れ
ば
、
賃
料
単
価

の
高
い
都
心
オ
フ
ィ
ス
の
床
面
積
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
社
員
の
通
勤
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
の
5
つ
目
は
「
災
害
時
の
事
業
継
続
性

の
向
上
」
だ
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
社

員
が
比
較
的
被
害
が
少
な
い
地
域
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
通
勤
す
る
こ
と
で
、
早
く

事
業
を
再
開
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

以
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て
、
企
業
に

よ
る
い
く
つ
か
の
利
用
事
例
が
想
定
で
き

る
。
1
つ
目
に
考
え
ら
れ
る
の
は
「
新
規
人

材
確
保
」
の
た
め
に
利
用
す
る
事
例
だ
。
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
定
常
的
な
勤
務
地
と

し
て
許
容
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
オ
フ
ィ
ス

ま
で
通
え
な
い
人
材
な
ど
も
採
用
の
対
象
に

含
め
る
こ
と
が
で
き
、
獲
得
で
き
る
人
材
の

幅
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
つ
目
に
、

自
由
時
間
の
増
加
が

社
会
に
好
影
響
を
も
た
ら
す

新
規
人
材
確
保
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
法
が

あ
り
得
る

「
既
存
社
員
」
が
利
用
す
る
事
例
も
増
え
る

だ
ろ
う
。
優
秀
人
材
の
離
職
抑
制
、
生
産
性

の
向
上
と
い
っ
た
目
的
の
た
め
に
、
既
存
社

員
が
ス
ポ
ッ
ト
拠
点
あ
る
い
は
定
常
的
な
勤

務
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
促
す
企
業
が

出
て
く
る
に
違
い
な
い
。
3
つ
目
に
「
Ｂ
Ｐ

Ｏ
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
）」
の
受
託
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
契
約
し
て
、
そ
の
利
用
者
を
積
極
的
に

雇
用
し
、
委
託
企
業
の
業
務
を
行
っ
て
も
ら

う
ケ
ー
ス
も
十
分
に
あ
り
得
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
全
面
的
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
導
入
が
進
む
か
と
言
え

ば
、
そ
う
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
利
用
を
躊

躇
さ
せ
る
3
つ
の
「
懸
念
点
」
が
あ
る
か
ら

だ
。

　

1
つ
目
は
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
だ
。
オ

フ
ィ
ス
外
で
の
業
務
と
な
り
、
上
司
や
他
社

員
か
ら
の
監
視
が
減
る
た
め
、
社
員
が
一
生

懸
命
に
働
か
ず
、
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
が
気
に
な
っ
て
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
企
業
は
多
い
だ
ろ
う
。

こ
の
リ
ス
ク
を
防
ぐ
に
は
、
何
ら
か
の
方
法

で
労
働
者
の
勤
務
状
況
を
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
社
員

に
、
勤
務
状
況
・
勤
務
内
容
な
ど
を
定
期
的

に
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
せ
る
施
策
が
効
果
的

か
も
し
れ
な
い
。

　

2
つ
目
は「
帰
属
意
識
の
低
下
」
で
あ
る
。

他
の
社
員
と
顔
を
合
わ
せ
、
話
す
機
会
が
減

少
す
る
た
め
、
企
業
に
対
す
る
社
員
の
帰
属

意
識
が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
問

題
を
克
服
す
る
に
は
、
定
期
的
に
チ
ー
ム
や

社
員
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場

や
仕
組
み
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る
企
業
で
は
、 

Ｗｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
本
社

社
員
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
社
員
が

合
同
で
「
朝
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
施
策
を
継
続
す
る
こ
と
が
効
果
を
発
揮

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

3
つ
目
に「
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
の
増
大
」

が
あ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は
多
く

の
利
用
者
が
出
入
り
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
盗
難
に
よ
り
、
企
業
の
情
報
が
漏
え
い

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
こ
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
に
は
、
社
員
が
使
用
す
る
Ｉ
Ｔ
機
器
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
を
十
分
に
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
内
を
カ
メ
ラ
で

監
視
す
る
こ
と
に
も
一
定
の
効
果
が
あ
り
そ

う
だ
。
さ
ら
に
、
個
人
情
報
を
は
じ
め
漏
え

い
が
許
さ
れ
な
い
情
報
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
は
使
わ
な
い
と
い
っ
た
慎
重
な
情

報
管
理
体
制
も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

導
入
を
阻
む「
懸
念
点
」

“サテライトオフィス2.0”は、企業にとってさまざまな効果が期待される一方で、導入の障壁となる
懸念点も少なくない。そこで、導入時に具体的にどのような利用効果が生まれるのか、
どのような利用の可能性があり得るのか、どのようなことが導入に際しての懸念点となるのかを探る。

企業にとっての
利用効果と懸念点

サテライトオフィス2.0

離職の
抑制

育児や介護に伴う
離職率の低下

新たな
働き手の
獲得

潜在労働力から
新たに雇用を創出

コスト
削減

通勤コストや賃料単価
オフィスの床面積の削減

災害時の
事業継続性
の向上

働く場所を限定しないため
早期に事業再開が可能

生産性の
向上

意識の変化や
外出先での時間の有効活用

サテライトオフィス導入により期待できる効果

モラル
ハザード

相互監視がないことによる
生産性の低下

帰属意識の
低下

直接対話の減少による
企業に対する帰属意識の低下

情報漏えい
リスクの増大

他の利用者から情報を盗まれる
リスクの増大

サテライトオフィス導入のリスク

■ 136万人が働き手に変わる “サテライトオフィス2.0”の提言

※弊社独自調査よりHITO REPORT │ 2017 vol.2 1011
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“サテライトオフィス2.0”は、働く個人にとっては
いったいどのようなメリットがあるのだろうか。
4タイプのモデルケースから、個人が享受し得る利用効果を具体的に探る。

働く個人にとっての
利用効果

サテライトオフィス2.0

Bさんは、スキル習得支援サービスを利用してOA
スキルに磨きをかけた後、キャリア支援サービスを
利用することで、本人の条件に合った仕事を探すこ
とができる。自宅近くのサテライトオフィスを使う
ことが、体力面でも家庭面でもベストの選択肢とな
るだろう。

スキル
習得支援
サービス

コ・ワーキング
スペース

キャリア
支援
サービス

=+

定年退職後も働き続けたい
Bさん（60代男性）の場合
Bさんは昨年、地元のメーカーを定年退職したが、本人はまだまだ働きたいと思っている。ただし、工
場勤務が長かったため、専門技術に優れている一方で、OAスキルにはあまり自信がない。また、自宅
には病気がちの家族がいて、すぐに家に帰れるところを希望しており、Bさん自身も体力の衰えを感じ
ているため、通勤は徒歩か自転車圏内を希望している。

サテライトオフィス勤務が可能になれば、そこを拠
点にして、営業先からの直行直帰が可能になる。移
動時間が縮小することで、お客様訪問や提案資料の
作成時間も取りやすくなる。移動・通勤時間が短く
なる分、家族との時間が増え家事・育児への参加が
しやすくなり、睡眠時間も確実に増やせるはずだ。

今までよりも家庭や生活に重心を移したい
Dさん（40代男性）の場合
都心の大手企業で働く営業職のDさんは、通勤に毎日2時間近くかかっているため、平日はどうしても
早く帰るのが難しく、家族との時間を十分に作ることができないのが悩みの種だ。退社前に必ず家から
は1時間以上かかる営業拠点に戻らなくてはならないため、お客様の接待などが入ると、帰宅時間は深
夜0時を回ることもあり、睡眠時間は恒常的に足りていない。

子どもを託児サービスに預ければ、仕事に集中する
ことができる。オンライン会議サービスを利用する
ことで、職場とのコミュニケーションにも困らない。
必要があれば、スキル習得支援サービスを利用して
スキルアップすることも可能だ。

出産後も変わらず積極的に働きたい
Cさん（30代女性）の場合
Cさんは都内で大手企業に勤務している。長男を出産後、仕事に復帰して出産前と同じように積極的に
働くことを望んでいるが、残念ながら、子どもを保育園に入れることができなかった。自分たちの親族
も近くにいないため、子どもを育てながら、企業のオフィスまで通勤して働くのは難しいのが現状だ。

＋
コ・ワーキング
スペース

託児
サービス

キャリア
支援
サービス

スキル
習得支援
サービス

家庭を重視して働きたい
Aさん（30代女性）の場合
Aさんは早くに結婚して専業主婦になり、これまではパートの経験のみである。

下の子どもはまだ小さいが、今後のことも考えてスキルを身につけて、少しでも

給与の高い仕事に就きたいと考えている。とはいえ、夕方には家に帰る必要があ

るため、通勤に30分以上かけて働きに出ることはイメージしておらず、できる

だけ勤務時間の融通が利くほうがありがたいと思っている。

サテライトオフィス2.0が及ぼす効果

Aさんは、スキル習得支援サービスを利用してOAスキルやビジネススキル

を身につけた後、キャリアマッチングサービスやジョブサーチサービスを利

用することで、本人の条件に合った仕事を探すことができるだろう。自宅近

くのサテライトオフィスを使えば、勤務時間を少しでも長くすることができ

るし、緊急時にはすぐに家に帰ることもできる。場合によっては、夕方以降

に子どもを託児サービスに預けて長く働くことも可能だ。

＝

マッチする機能

スキル
習得支援
サービス

コ・ワーキング
スペース

託児
サービス =+

=コ・ワーキング
スペース+

4タイプのモデルケースから、個人が享受し得る利用効果を具体的に探る。

※P5の図2より算出

14.1万人
就学児の母親

※

32.3万人
60歳以上のシニア層

※

78.9万人
未就学児の母親

※

■ 136万人が働き手に変わる “サテライトオフィス2.0”の提言
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※「平成27年度 テレワーク人口実態調査－調査結果の概要－」、「レジャー白書2011」「平成23年度 国民生活時間調査」より作成

社会に与える効果
サテライトオフィス2.0

※1 現在の通勤時間が30分〜 1時間の人は週
2.5時間、現在の通勤時間が1時間以上の人は週
5時間通勤時間が削減されると仮定した。
※2 2025年時点の供給量ベースで、4職種は労
働者全体の39.4%であった。
※3 自由時間とは、仕事・通勤・食事・睡眠・家
事・身の周りのこと以外に使える時間を指す。
※4 現在の週あたり自由時間は男性26時間、
女性24時間であった（総務省統計局「平成23
年度 社会生活基本調査」）。これと労働者中の
男女比率から、自由時間を算出した。

図1　�週あたり自由時間の増加量

2,775万人

25.2時間

最大770万人において、
平均3.46時間／週（13.7%）
自由時間が増加する

現在の通勤時間が
1時間以上で、
2015年時点で
サテライトオフィス
勤務可能な4職種の人

現在の通勤時間が
30分〜1時間で、
2015年時点で
サテライトオフィス
勤務可能な4職種の人

474万人 296万人

● サテライトオフィスを利用しない
●  サテライトオフィスを利用するが 

通勤時間短縮なし

5.0時間
2.5時間

経済効果

自由時間の増加により、
消費増が見込まれる

QOLの向上
（Quality�of�life）

プライベートにあてる時間が
増加し、余暇が生まれる

都市集中の
解消

地方でも仕事の
創出ができる

サテライトオフィス普及が
社会に与える効果

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
２
・
０
が
普
及
す

れ
ば
、
私
た
ち
は
「
働
き
方
の
多
様
性
」
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
働
き
方
の

多
様
性
が
端
的
に
何
を
も
た
ら
す
か
と
い
え

ば
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
使
う
労
働
者

の
「
自
由
時
間
の
増
加
」
だ
。
通
勤
時
間
な

ど
が
減
る
分
、
個
人
の
自
由
時
間
が
増
え
る

の
だ
。

　

図
1
は
、
現
在
の
統
計
結
果
を
基
に
、
２

０
２
５
年
時
点
で
の
労
働
者
の
自
由
時
間
量

を
推
定
し
た
も
の
だ
。こ
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
す
る
最
大
７

７
０
万
人
の
労
働
者
の
自
由
時
間
が
、
平
均

る
メ
リ
ッ
ト
は
、「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality of 

life

）
の
向
上
」
だ
。
睡
眠
時
間
が
増
え

（
31
・
0
％
）、
食
事
・
入
浴
・
家
事
・
身
の

回
り
の
用
事
に
使
う
時
間
が
増
え
れ
ば

（
26
・
5
％
）、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
家
族
と
の
時
間
が
増
え
た
り

（
26
・
3
％
）、
育
児
・
子
育
て
の
時
間
が
増

え
る
（
13
・
0
％
）
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

生
活
の
余
裕
と
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
増
す

こ
と
は
、高
い
ス
ト
レ
ス
度
、低
い
幸
福
度
、

少
子
化
問
題
な
ど
、
日
本
社
会
が
抱
え
て
い

る
数
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
、
根
本
的
な
解

決
へ
と
進
む
一
歩
に
な
り
得
る
。

　

3
つ
目
に
期
待
で
き
る
の
が
、「
地
方
人

口
の
増
加
」
で
あ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
２
・
０
が
創
り
出
す
の
は
、
都
市
部
に
出

勤
し
な
く
て
も
働
け
る
環
境
だ
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
だ

け
を
考
え
れ
ば
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
で
暮
ら
し
た
い
、
あ
る
い
は
自
然
豊
か
な

環
境
で
暮
ら
し
た
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
は
多

い
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ど
こ
で
も

働
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
都
市
部
か
ら
郊
外

や
地
方
に
移
り
住
む
労
働
者
が
増
え
て
も
何

ら
不
思
議
で
は
な
い
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
２
・
０
は
、
地
方
回
帰
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
起
こ
し
、
都
市
人
口
の
一
極
集
中
を
打
開

す
る
一
助
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
治
体
が
「
余
剰
施
設
・
余
剰
用
地
の
活

用
」
を
行
え
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
周
知

の
通
り
、
今
、
地
方
で
は
空
き
家
や
空
き
地

が
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
空
き
家
・

空
き
地
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
す
る
の

は
、
施
設
・
土
地
活
用
の
有
効
な
手
段
だ
。

た
と
え
ば
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
校
舎
を

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
す
る
、あ
る
い
は
、

再
開
発
地
域
の
施
設
の
一
部
分
を
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
、
今

後
増
え
て
く
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

拡
大
は
、
個
人
に
働
く
機
会
を
提
供
す
る
の

み
な
ら
ず
、
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の
変
革
を

も
た
ら
し
、
質
的
／
量
的
側
面
か
ら
社
会
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
得
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
普
及
の

社
会
的
メ
リ
ッ
ト

し
て
週
に
３
・
46
時
間
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

利
用
す
る
と
、
多
く
の
労
働
者
は
週
に
3
〜

4
時
間
ほ
ど
、
自
由
時
間
が
増
え
る
の
だ
。

私
た
ち
は
、
こ
の
自
由
時
間
の
増
加
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
社
会
に
良
い
影
響
を
与
え
る

と
考
え
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
自
由
時
間
が
増
え
る
と
、
社

会
に
良
い
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
終
日
在
宅
勤
務
を
し
た
方
が
、

通
勤
時
間
が
減
っ
た
分
だ
け
で
き
た
自
由
時

間
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
か
を
調
査
し
た

図
2
の
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
こ
の
図

で
ま
ず
目
立
つ
の
は
、
41
・
9
％
を
占
め
る

「
趣
味
、
娯
楽
、
遊
び
な
ど
」
で
あ
る
。
多

く
の
趣
味
、
娯
楽
、
遊
び
に
は
そ
れ
な
り
の

お
金
が
使
わ
れ
る
。
ま
た
、24・1
％
の
「
買

物
」
は
消
費
活
動
そ
の
も
の
だ
。
こ
の
2
つ

の
項
目
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
自
由
時
間

が
消
費
活
動
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り

多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
自
由
時
間

の
増
加
に
は
、
あ
る
程
度
の
「
経
済
効
果
」

が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
が
、
1
つ
目
の
社

会
的
な
影
響
で
あ
る
。

　

経
済
効
果
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
良
い

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
2
つ
目
に
挙
げ
ら
れ

遊
び
や
買
い
も
の
に

使
え
る
時
間
が
増
え
る

図2　�終日在宅勤務実施により削減できた通勤時間の活用状況

0 10 20 30 40 50（%）

趣味、娯楽、遊びなど 41.9

睡眠 31.0

食事・入浴・家事・
身の回りの用事

26.5

家族との時間 26.3

スキルアップ 25.6

買物 24.1

仕事 21.8

育児・子育て 13.0

地域活動 8.7

介護 5.2

その他 18.0

ここまで“サテライトオフィス2.0”が普及する際に
個人と企業が享受し得る効果について見てきたが、社会的にはどのような影響を及ぼすのだろうか。
サテライトオフィス導入は、人々の働き方を変えるだけではなく、
暮らし全体にポジティブな効果をもたらすことが期待されている。
その具体的効果を、データを参照しながら紹介する。

Q
O
L
向
上
や
地
方
人
口
の

増
加
に
も
一
役
買
う
可
能
性

■ 136万人が働き手に変わる “サテライトオフィス2.0”の提言
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